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Effect of Water Temperature on Artificial Infection of Rhabdovirus 
olivaceus (hirame rhabdovirus: H R V) to Hirame 

(Japanese flounder, Paralichtys oli~'aL"eus) 

Norihisa OSEKO·'. Mamoru YOSHIMTZU· ' and Takahisa KIMURA· ' 

· ' La/)oralOry of Microbiology, Faculty of Fisheries, Hokkaido 
University, Minato 3-1- 1, Hakodate, Hokkaido 04/. Japan 

(Received December 25, 1987) 

Hirame (Japanese flounder; Paralichtys olivacellS) wihch had been anificially infected (I. P. 
injection, l ou· TClD~/fish) with Rhabdovirus olivQcells (hirame rhabdovirus; HRV) were reared 
at 5, 10, 15 and 20°C, and the cumulative mortality was observed. Moribund fish were employed 
for histophathological and hematological study. 

Cumulative mortali ty of test groups reared at S, 10, IS and 20°C were 40, 60, 20, and 0%, 
respectively. Moribund fish showed typical signs of HRV infection. The highest virus titer was 
obtained from the fish of the SoC test group, followed by the 10°C test group. 

Histopathologically, the kidney of all fish reared a t SoC and moribund fish reared at lOoC in­
dicated necrotic changes and hemorrage in the hematopoietic tissue. Necrosis was most severe in 
the SoC test group. The spleen of the SoC test group showed necrosis and hemorrhage in the pulp. 
Similar necrosis was also observed in the spleen of the 10°C test group, but was less severe. I.n­
filtration of macrophages into the spleen of the ISoC test group, and hyperplasia of meranomacro­
phage in the tissue of the 15 and 20°C test group were noted. 

Hematologically, the antibody neutralizing activity against HRV of the sera was generally 
not very high, but the activity was comparatively higher in high water temperature test groups than 
that of low temperature groups. The increase of immature erythrocytes at SoC, small lymphocyte­
like cells at 10 and ISoC, neutrophiles at ISoC and lymphocyte-like cells at 20°C were observed in 
the blood smeares. 
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Rhabdovirus olivaceus (HRV)人工感染に及ぼす水温の影響

大迫典久削・吉水 守"・木村橋久制

(198i年 12月 25日受付)

E仔ectof Water Temperature on Artificial Infection of Rhabdovirus 

o/ivac，針。 (hiramerhabdovirus: H R V) to Hirame 

(Japanese flounder， Paralichtys oli~'aιeus) 

Norihisa 0鎧 KO・MamoruYOSHIMIZU・1and Takahisa KIMURA・1
"ι.aboralOry 0/ Microbiology，向culty0/ Fuher山 ，Hokkaido 
University， Minato 3-1一人Hakodate，Hokkaido 041. Japan 

日ecelv国 Deccmber25， 1987) 

Hirarnc (Japanese flounder; Para/ichtys o/i閲"附)刷hchhad been anificially infected (1. P 
injection， 1 0..，0 TCID~/fish) with Rhalx加 ωo/ivoceus(hirame rhabdovirus; HRV) were r.ωcod 
耐久 10，15 and 20oC， and Ihe cumulative morlality was observed. Moribund 自由、.vereemploy.吋
for histophathological and hematologi品 1study 
Cumulative mortality of test groups reared at 5， 10， 15 and 200C we間判，曲，20，and 0出，
respectively. Moribund fish showed typical s・gnsof HRV infc阿刷. The highest virus titer was 
obtained from the fish of the ゲCtest group， followed by the lOoC test group 
Histopatholog回lIy，the kidney of all fish reared at 50C and moribund fish reared at IQoC in 
dica出 1necrotic changes and hernorrage in the hematopoietic tissue. Necrosis was mosl severe in 
Iho ゲCtest group. The spleen of the デCtest group showed necrosis and hemorrhage in the pulp 
Sirnilar necrosis was also observed in the spleen of the lOoC 1聞 group，bul wa5 les5 severe. I.n 
filtration ofmaεrophage治 intothe spleen of the l50C test group， and hyperplasia of rneranomacro 
phage in Ihe lissue of the 15 and 200C lest group were noted 
Hem同lologically，Ihe antibody neutralizing activily against HRV of the scra was general1y 
nol very high， but the activity w錨 comparativclyhigher in high water ternperature lesl groups than 
that of low temperature groups. The increase of immature erylhrocytes at 50C， small lymphocyle-

-ノ likecells at 10 and 150C， neutrophiles al 150C and Iymphocyte-like cells al 200C were observed in 
the blood smeares 

Rhabdovirus olivQceus (hirame rhabdovirus; HR叫

は 1984年に養殖ヒヲメ病魚から分離されたヲブドウイ

ルスであるか (五利江ら，1985)，その後各地のヒラ メや

アユ，タログイ，メバル惇からも分隊され，人工感染訴

験ではヒラ メ マダイ!クロダイ似をはじめサケ科j(1矧

のzジマスにも強い病原性を有することが 明かとなっ

制北海道大学水車学部後生物学講座

(Co打espondence:Professor T. KIMURA， Facu1ty 
of Fisheries， Hokkaido Unive内ity，Hakodate 
刷 1，Japan.) 
"反町，弘情

大 {五利江ら， 1986; KIMURA et 01.， 1986;吉水ら，

1987)。各地のヒラメの発症水温は:9"::)11県下の2例の織合

6_180C，北選挙迫の場合は2....I20C.また香川県下の例で

も 8~ 160C でいずれも水似が 150C 前後まで上昇する

と自然終息する傾向がみられている。 また人工感染実験

でも 150C飼育鮮には死亡がみられず (五利江 ・中本。

1986)， HRV感染指症に水/I.lが大きな影響を与えている

ことが推察されている。

本報ではヒヲ メ を対~aこ HRV を人工的に感染きせ。

HRV感染発症に及ぼす水温の影響を累積発死率および

発促j，の病理組織の面から観察したので報告する。



供院 魚

"回年 I1Jlにヒラメ I~1'lh (平均体撤 44.3a) 50 fe 

を北泌泊泊町の糞鰍掛から北海道大学水産学織内の実験

A<附'1'に日受けた飼'ffA<附に移し 1 ，字 10J~の 5 怖に分

け，A<nーを 5，10， 15， 20cC として飼脊した。対附貯は
¥OOC とし い-r，もも一組問予備飼ff後虫験に供した。
M判決阪は循環水1Jえとし 501の飼背水帽の上附に初

必出限を設医した。 J水自誌の削節はヒーターとターラーを

i削"して，各温度とも ~ 1 ・C になるように俊足した.

供政ウイルス

供;(ウイルスとしては HRV840¥-H 味をJlIl

RTG-2細唱で蛸?を後ハイアルチz プ2二分討し 1噛
に供すまで 800C Iニ保存した。なお節胞のm貨には
¥OJ'o ~I 目白児血ì.'l (Gibco)ベユグリ:/100 l.U.{mlスト

レプトマイ γγ 1曲 pgJml加イ グルの MEM (Min; 

mum Esscnliai Medium; Gibco) (以降 MEM，oと体
す}を使附した。保存したウイルスの感徐闘は 10"'"

TCID../mlであった。

人工感染実験法

人工感染実験は肱院内接償法によったcMS-222 (加

山 "'間Ihanesulphonate; Sigma) 1:5蜘 で麻開作品

脱却を刑帯しあらかじめ開銀してあったウイルメ穫を

0.1 ml脱腔内に援組し 11".伺TCID..，jl剖 1511間続過

を観察した@対照併は MEM，.で同様の処理な行った。

細菌およびウイルス検査法

U冬眠般を無l泊的に酬!脱した後腎臓鑑i燃をー内金Jfjjt

2J'o NaCl加 TSA(trypl;case拍 yagar; Difco)階地に

擁観し。 2S0Cで 1週間m貸し細菌感条の有無を観策し
た.次いで腎陵肺肢を嫡111し， 10倍量の Hanks'BSS 

balanced sall sol¥ll;on (Hanks'; Gibco)な加えストマ

ν拘日 (Colworth-T)'pe80)を)11してホモγブイズL，

ミMボアフィルタ 一 HA(0.45 pm)で櫨過し，"イルλ

倹ヨ~I式料とした.ウイルス感染価は RTG-2細胞を用

いた常法の 96穴マイタロプνート 4穴訟により。測定

した。分自量ウイルスの開花:は HRV制O¥.Hに対する家

兎抗血清による中和唱え験によった。

病理組織標志の作成法

各Rえ験鮮の瀕死魚縦波終了時の生残1(¥の腎臓および

榔践を鏑111し!前線ιk迫ら.1988)と向"の1J訟により

バラフ~ :/VJ片を作成し，へマトキシレ y ・ ~オ γγ染

色をB値した。

血中中和敏体価の測定法

、
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供依納血消の白骨.希釈被列を Hanks'BSSで作成し，

96 i"マイタ uタイタープνートに 0.05ml地 】希釈に

つき 4火に分注後 曲 TCID..，j0.05mll穴に聞製した

HRVを加え. IS oC で 60 分間150è~させた。対照には，

血む'1のかわりに Hanks'BSSを O.OSn吋加え協合レた。

次いで MEM，凶Trisで 2.0x10・Imlに鋼製した RTG.2

細胞を偽穴に 0.1mlずつ分Uし.¥SOCで 10nl:Ut:'I旋

し常法により ND.を攻めた.

血!tI駐色

J血液*'，;SO ftlをスライドグラスに広げて風乾し10，球の

湾別撤1，標本を仇成したa 次ぎにこの伊みにメイ 〆リ
ュンワールドギムザ染色を纏した. 

• 累積鍵死寧

HRV n!院内接績 ISn n の得水I駄にきb巴ける u~nえj(，の

鋭敏III死事を Fig.lIこ示した.なお 州Jllllil織作成の為

に取りよげた厳死魚も死亡厄数民含めた。 SOC11え験併

は，他のS式験鮮と比依し当初から動作が緩慢で。発組'に

よる遊泳動作の変化等の飯費憶が闘'重であった.10日日

ごろに発症が観察され 11日"に"丞が死亡した.さら

に 13日目巳1尼が死亡し.却も償III死率は 40%に遣し

た。先般舶にも発症がみられ。鋭支持終了時の媒II!IIl死都

は変わらなかったものの残りの個体全てにも筋肉 内 11¥

血~色I.U化生躯腺の発赤臨ホ貯欄などの著し、症

状が観照されたo¥OoC I式験"では4-'日自に発包'が認

められ，1'/側I 腹側の体側筋中に111mのある倒t宇治、観策
された (Fig.2)。発症倒体は，体色合、川化し，動内秒、111

総
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HRV人工感染に及ぼす水漏の彬型車

Fig. 2. Diseascd hirame of test group reared at .1OoC， showing hemorrhage of skeletal muscJe， 
accumulation or ascitic fluid and congestion of gonad. (bar= 10 mm) 
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慢となり，水底に静止したり水耐近くをフラフラ遊泳す HRV 840lH はいずれも rl:l ~向1 され， 分離ウイルスが

るといった典'吊遊泳が観察された。6日自に [j"il， 8日 HRVであることが冊認された。

目に3ft!さらに 10日目に2尾死亡し巣11'1艶死率は 60% 細菌検査

に達した。実験段終日に生残した 1庖にも発症がみられ TSA培地を}lJc、た細菌検査の結果，対照群， 5， 10， 15， 

~ WC試験f，fいずれの時臓からも細菌は分離されなかっ

150C試験併では 5日自に [J吾さ らに [3日目に 1尾 った。

が死亡し鍛制瀕死率は 20% となったが，いずれの個 病理組織学的検討結果

体にも症状は認められなかった。200C試験計では，観 腎 臓

京mm~を通じ ， いずれの個体にも変化はみられなヵ、 つ 5'C試験併の発症juの腎臓の病理組織像を Fig.3に

た。 示した。HRV感染症の特徴である池山組織各所での血

魚体内ウイルス量 管の充出血や細網細胞の核濃縮を伴う壊死が瀕死mし生
供試，((tの魚体内ウ イルス盆の測定結柴を Table[に示 残~(l全てに飢Zをされ，静脈周囲の組織に著しい核濃紺の

¥J  した。5'C拭験群では死亡1At.瀕死j(L生残魚のいずれ みられる個体も存在した。瀕死fjtでは腎臓の造血組織全

においても 107.30，..，..108.80TCID~o/g 以上と極めてL1い値 域にわたり明らかな核の膨化が引き起こされていた。

を示した。 このうち死亡~(lt1. 107.80，.... t 0・制TCID"/g，瀕 100C群の瀕死j(tの腎臓の病理組織像を Fig.4に示し

死juで 107.80.....108.80TCIDωIg以上，さらに生!'Iij(tでも た。10'C拭験鮮の瀕死j(tは.50C 試験鮮に比べ峡死部

108.0r.......l08.8ゆTCID"/g以上であり，死亡1.f，l"瀕死f，{t，生 が小規模であり，血管の充血も比較的少なく ，組織全体

残j("、ずれも魚体内ウイルス最に大廷はみとめられ におよぶ披死は認められなかった。ウイルスが分離され

なかった。150C，200C試験群ではウイルスは分離さ 軽度の症状が腿められた倒体では組織内に若干のUIJfllが

れなかった。100C 1試験群では瀕 死 j({の場合 106.60 みられるものり造血組織に変化は認められなかった。生

TCID"/g，死亡fjtでは 1011.0&_107.80TCIDωIgと向い値 残魚のうち発症が認められずウイルスも分離されなかっ

を示したが，生残魚では発症した個体で 10'制TCIDωIg た個体では，対照群と比較しても特典的な病変は観察さ

であったのに対L.無症状の個体からはウイルスは分離 れなかった。

きれなかった。5'C試験群および lOOC試験群の各 I尾 150C， 200C拭験群では，対照群と比較して変化は訟

の腎臓より分離したウイルスを対訟に.抗 HRV家兎 められなかった。なお.200C試験群では全個体に1，1，¥色

血消により 中和試験を行ったが，供献した2株 およ び 大食細胞の哨加が観察された (Fig.5)。
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Results of y・rusrcisolation from HRV injecled hiramc rablc 1. 

Virus titer 
logTCID・.1.

T~I 

Fish 

<1.80 
< 1.80 
<1回
<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1岨
<1.80 
<1.80 

;;:8.80 

0=8.80 
7.30 
7.l{) 
孟8.80
8.30 
8.05 
孟8.80
;;;;8.80 
8.30 

Condition • 
N
N
N
N
N

N
N

N

N

N

 "
・
時

D
M

M
D
V
s
s
s
s
s
 

No 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 -

2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

Water temp 
eq 
10 

5 

Exp. group 

Conlrol 

、・6

10 7.05 

6.80 
7.80 

'.80 
6.05 

'.80 
<1.80 
< 1.80 
<1.80 
5.30 

<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1.80 
<1岨
<1.80 

<1.80 
<1.80 
<1.80 
< 1.80 
4 回

D
D

D

M
D
M

N
N

N
S
 
D
D
N
N
N
N
N
N
N
N
 N
N
N
N
N
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 -
2

3

4

5

 

" 

20 

T回

T~， 

γ~， 

•• S: Diseased fish (survived) -・M:Moribund fish UD:D切 dfish .， N: Normal白，h



られなか9 たが 150C， 20・C獄験鮮には削11.i!fiの腎随同

様に黒色大食細胞の別加が観策された.

血中中和抗体価

"試験騨の観察符了時に測定した抗 HRV 血中小~，抗

体価 (ND叫 を Table2に示した。 5・c3え験郡の生残魚

で:1:10-1:23， 100C I式験群で 1J'佐を険き 1:32-1:45，

15・CI式験静では 1:14-1:45，200C献験併では 1Jeを

徐き 1:32-1:90であり全般的にはさほど高い倒は得ら

れなかうたが水温のおい猷験鮮でより商い悩を示す傾向

が観旅された。

血球11妹根本@観寝

血球槍抹標本の鋭貿信鮎来を Fig.9に示したo.5OC 3え

験併では発症したili残納を対lJi.としたが幼若諸血ままが他

の野と比岐しヨI" ~に向い割合で出現した ( Fìg.9a)。この

幼若湯血尽の納加は ，.c訴の標本を作成した全倒体に
観嫁され小型のリンパ球様細胞の相対量も比徴的多か

ったoIOOC依験訴の碩死魚では小型のリンパlI<織銅脳.

好中島まが比般的多く (Fig.9b)，発症魚では大型のリ γバ

球樋創砲が多"幽裂していた。 150C :え験野でも 10・c
飢験鮮問慢に倒体盤はあるものの小型のリ:/，~隙繊細胞

と好中まま散が却脅し〈別加する傾向を庁、したがI 大型リ γ

パ匁繊細胞は凡られなかった。 200C以験E撃では全く発

症が総められなかったのにもかかわらず他の供政併に比

しリンハ嫁犠細胞 (Fig.9c)の胤務なmftが飽められ，
好中島まは金側体ともに若干の網量が観察された.

'29 I-IRV人ヱ担堅調除に及ぼす水温の".

N叫 traliz.ingantibody titres in HRV 
in，iected hirame sera 

T.lMe 1 

Neutralizing 
antibody 
titerU 

<1: 8 
<1: 8 
<1: 8 
<1: 8 
<1: 8 

Fish 
No・a
6

7

8

9

0

 

w，栂r
"町 p.("C) 
10 

Exp 
group 

Control 

6

3

0

 

1

2

1

 

4
5
5
6
8
 

1
4
4
1
3
 

〈

2
1
5

5

6

 

3

9

4

4
1
 

〈

1: 4.5 
1: 45 

<1: 8 
1: 32 

8

9
0
 
7

8

9
0
 
5
6
7
8
9
 1
2
3
4
5
 see Table 1 

NDωvs l()1.oo TCIDωwell 

5 

10 

15 

20 

T，，' 

Test 

Test 

T，，' 

" • 
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HRV感幾多恵症に及ぼす水温の膨・を HRV人工感按

ヒラメの探偵II!死事および発症魚の病患組織像より観療

したoHRVを政隆内に接領し.5， 10， 15， 200Cと拠なっ

た水量下で飼育したところ!まず 100CIt(験鮮で 4-'
日目に発組がみられ6日目から死亡が始まり娘flllil死硝

は 60% に遣した.しかし生存した個体には1厄を除き

特典症状は見られず この無症状の個体からはウイルス

も検出きれなかった。 デC Iえ験~ではやや巡れ 1 0 日目

になって症なが現れ 11日自に 3賂日回日にさらに

】陪死亡した.観療を 15日で打ち切ったためにlI¥flllI!

死離は 40% にとどまったが，生存し允企個体に宛催が

みられ魚体内ウイルス量は死亡魚とほぼ阿憾の偵を示し

早晩死亡するものと考えられた。 ーブ'iI.5OC飢験"では

2尾の死亡が観費持されたが特典な症状は見られずワイル

スも分自聴きれなか勺た.さらに 200CMlfI郡ではすべて
盤状も秘められずウイルスはもちろん分離されなか 勺

た。なお!分自障されたウイルスは HRVに対する家兎抗

ヨ惨

"・5・C隙験鮮のl!II'"魚の隣鳳の病理鋭機像を Fig.6に
耳、した.fI'院にも著し、 出血像治、観賞され血海を堕して

いた.11に榊儲嗣網餌胞では敏濃鮒，被ゆ'11貨を伴う疲死

巣が形成され，さらに出血部位の辺録制では水闘繊錐

紫の玖;婚もlIl!められた。また爽動脈'<'1時飢餓も題提死に陥

り 伎が消失し細胞膜か倣帰した変性細胞の小機カ騨鎚

魁織'1'に散在した。また腎臓の造血組織と阿健に協の膨
潤がilII分的に側要持された。 生残j(，においても問憾の所見

が凪られたが脚幽組織中の 部分に正常と考えられる総

織をaしている個体もみられた。
100C 依願鮮の瀕死魚の勝蔵では災動脈の血管銀の融

解，隣組組織の題提死か起こっている もののデC猷蹴野

に比べさほど則箸ではなかった (町g.7)0生存魚のうち

宛症しなかった倒体では血管恨の融解がむ下見られたも

のの脚雌組織には顕著な変性は惚められず.マクロフプ

ーシの設iIlliが観察された (Fig旬。

u・C，20・C!式験群では 対照静とJt被して変化はみ

\~ 
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血ii'iにより中和され接観ウイルスである ζ とが檎飽きれ は肺臓組織中比マタロファーνの浸潤像が見られ.20・c
た. 拭験!Iの腎厳および 15，20<>C S式験鮮の騨腺記m色大食
!(，体内のウイルス量は デC!え験鮮の死亡納および瀕 細胞のm嫡と考えられる像がみとめられた。さらκ血様
死!(，のω什 10'・TClDoo/g以上生残魚の織作も 10.... 強抹暢本の観療でデc!式験鮮の側体に明らかな*JJ-li泊三

TClDoo!g以上と"，.他を3了、したか .WCll.t験鮮の場合 血球の刷加泊、制慾されたのは。発鮒悩体が体の名所に!t

は死亡!(，の場合でも 10".0・-¥0'，80 TClDoo/i制度を示す じた山血宇治血組織の膿死により紙度の貧血に対応した

ιすぎなかった。 HRVの m柑"での歪適発"温度は 補修n別であると考えられた。また小型のりンパ思繊細
l'・C-20・Cであるのに反し魚体内での ，.cでの高い 胞が水訟の向L併で断管で. l'・C 獣験併の似体には好
刷航および 10・Cでのl!!'増殖は，生体内での HRVの 中球教の符しく多い個体も認められた.このように病m
m般を考える うえで 免1Ie系の関与等多〈の要闘を考慮 組織学的には.HRV感集症はウイルスのm厳による腎
しなければならないことを示唆する館巣であ。た. 隊.騨臓などの組織の磁緩が主凄な病変であることが明

感9.!，生残個体を対象に血中中和抗体価の測定を鼠み らかとな勺たが この組織級担慢の程度はリンパ系の細胞

たが 令制".下の血中中和抗体価は水温の'"ぃフ1がより

n~ 他宅(jj1、す傾向が鋭妻美され 飼育値段の刷速による免

性免疫の働ぎによりある阻自主左おされているものと考え

られ白飼育水温が高L 栂合。 血中中~，抗体のit( 1t，マタ

使応符の盤が上述の魚体内でのウイルスのI!<l長m般に関 ロフ γーシによる食食さらに磁製された組織の初先符の

与している可能性が示唆された。 活性が高まり発症および死亡にまで宅らなレのではない

鍋理組級学的には対照若干には何らの病変も観望持されな かと推黙された.

か。たカ 5・C 併では前報 {大泊ら 1988)同銀 以上 HRVに感染したヒラメの発症におよほす水量

HRV諸島保症の特徴である腎障の遊血組織4¥1野での血管 の膨・を観望隠したが. ~，咽ヲプドウイルメ IHNV ~ 

の:/fll¥血 細捌細胞の敏濃舗を伴う厳死 および騨厳で VHSVの人工感接航験における水111の膨.について

の特しも)¥1血や岐死が瀕死魚，生残納金てに観熊され AIoUlND(1肝'0)は (HNの場合 " および 16・Cで銅背し
腎臓の仰脈問凶の組織に著し、依漫舗のみられる倒体も たヘユサケは向い舞死離を示したが，問。C 以下では術

作。:した。 100Cttえ験院の瀕死1.{¥ではデC献験鮮に比べ 状のJJl行が遮れ また 18，200C と飼育水温が向〈なる

横死の.f!i¥t.aは軽く 発症した生残;.({lではその純度は瀕死 につれ舞死単は減少すると報告している。 -")iVHSに

1.(¥よりさ らに経度であった。 100C猷験榔の事).発信1.(し 聞しては 一般的に死亡を引き飽こす水温の上限が

l'・C以験鮮.20・C黙験務では腎臓および隣民組織に変 l'・C 付近とされ (GIIJ"ITINO，1%5; C"訂 RICand de 
化は認められなかうた。 また 10・CI実験廊の生残倒体に KINKU-IN， 19制} また JOIIGE悶 EN(1982)はZ シマスを

F(ι3. 

Flg.4. 

F1品，.

Flg. 6. 

Fig.7. 

Flg. 8. 

Flg.9. 

Kidney of a moribund fish infccted with HRV， r回 redatデ'C. Necros凶。rhematoト
polCIに ccllsand hemorrhage 8rt found in the interstital1ymphoid tissue. H & E stain 
(b<"・1曲 μm)

Kidηey of a moribund lish infecled wilh HRV， rc:ared at 100(ニNecrosisof hematoト
poietic cells and hemorrhage arc reco伊 izedin the川terstitial¥ymphoid tissue. H & E 
stain. (bar=1田 μm)

Kidney of an asymptomatic fish infected with HRV， reured at 20<>C. Hyperplasia of 
melanomacrophage is found in hematopo剛 ctissuc. H & E slain. (bar=2S川}

Splccn of a moribund自由 infc活出Jwilh HRV守 rcarcdat SOC. Nccro幽sof cllipωid and 
hcmorrhagc arc round in thc tissue H & E stain. (bar-I叩 I，m)
Splcen of a moribund fish infcclcd刷出 HRV.rcarcd al 10'・'C.sho馴"."酎剛sof p凶p
"，d d巴gcncnuionof sh伺 thcdartcry. H & E Slain. (bar_1田 μm)
Splcen of an a凶y冊 plomaliclish infcclcd wilh HRV， rcarcd allO・'C，showing degenerat旬、
ofblood V~田 I (arrow). H &εslain. (bar~ I曲 I'm)

Blood smears of HRV-infcclcd hiramc rcared at vario凶 walcrtem凹 raturcs ね):Many 
immature erythrocytcs (arrows) arc found among the sllture erythrocytes at SOC g問，p

(b): Neutrophilc (arrow) are found among the erythrocytcs al IOoC group. (c): Many 
Iymphocyte-likc cells (arrows) are found among Ihe erythrocytcs al 200C group. May-
Giemsa slain. (bar・10μm)



132 大地典久 ・古水守 ・，.材置.'"

川、た人工感染紙験で.5-20"Cの範凶では飼背水温が

低いほど魚体内のウイルλ空軍存期間が長くなり かつ死

亡倒体からのウイルメ分雌離が高いとし 15，20"C飼育

の飾体からはウイルスは分隊されなかヮたと暢倍してい

る.前述の HRV感祭艇に及隠す水温の修・は VHSV

の発病パタ-/にJII似している。今後ユ γマメを含めた

サケ斜見知に対する HRVの納'原性につLても昨し〈検

討する必要があると考凡る。

費約

HRV感染発症に及隠す水温の影・を HRV人工星島製

ヒラメの累積II死率および病理組織像より観織し，以下
の如き結論を得た。

封1ffiJr/!死率は 5，10.15， 200C liot験併でそれぞれ 40，

曲。 20，0%を示し。発銀個体には 体色m化 緩慢な動
作典常選泳，筋肉中の111血および充血生娘腺の発赤

雌A<貯留が観察された.魚体内ウイルス量は 5・CI式験

訴で般も高い値を示し 次、で IOOC獣験群の死亡1隔で

あったa

病原級織学的には 5"C I式験鮮の瀕死~(\ . ~tDJ(l，全て

に腎踏の造血組織の充IU胤キ>JI死が観察され.100C J弐

験酵の厳死魚の充111血""臨死の程度は 5・C '下に比べ経

度であった。 200CI定着u下に烈色大食餌胞の榊加が観黙
された.一方腕隙では 5・CI式験群で脳血や膿死巣が祖E

Z持されたが.lOQC a実験併での変化は程度であ。た。マ
グロフヲー γの浸潤像が 150CJ式験昨で.よ.¥¥色大食細胞

と考えられる細胞の刷加が l'・C，200C献験即で観察さ
れた.

HRVに対する血中小柄l抗体価は，ー般に低かったも

のの飼育水温の高い方がより高レ値を示す餅向が鋭雲隠さ

tt. .5・CiI<験鮮の発症l'血中に幼若赤血球が非常に高い
欄合で111現し 10，1.5， 200C黙験鮮ではリソパ嫁峨細胞

の断j呼なJ!)J誌が認められた.
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